
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情
報を、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウ
ォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出
するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリ
データ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固
定したバイナリデータ値に逆変換することでランドのアドレス情報を抽出するものであり
、前記逆変換手段は、さらに、
　前記グレーコードの最上位ビット そのまま出力
するとともに、前記グレーコードの最上位ビットより下位のビットについては、そのビッ
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を入力し排他的論理和演算することなく



トと１つ上位のバイナリデータのビット 出力するゲート回
路と、
　前記ゲート回路への入力信号を切り換えるスイッチ手段と、
　を有し、前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコー
ドのビットが前記ゲート回路に入力するように切替わり、前記逆相ウォブルに対応するビ
ットでは

前記グレーコードのビットを遮断し

ように切り替わる
　ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　

【請求項３】
　グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス
情報を、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同
相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから
抽出するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリ
データ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを１に固
定したバイナリデータ値に逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出するものであ
り、
　前記逆変換手段は、さらに、
　前記グレーコードの最上位ビットを そのまま出力
するとともに、前記グレーコードの最上位ビットより下位のビットについては、そのビッ
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を入力し排他的論理和演算して

前記グレーコードの最上位ビットの場合は０が入力するように切り替わり前記グ
レーコードの最上位ビットより下位のビットの場合は
前記１つ上位のバイナリデータのビットが前記ゲート回路に入力して前記１つ上位のバイ
ナリデータのビット同士を排他的論理和演算する

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情
報を、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウ
ォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出
するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリ
データ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固
定したバイナリデータ値に逆変換することでランドのアドレス情報を抽出するものであり
、さらに、
　前記逆変換手段から出力されたバイナリデータのうち、前記逆相ウォブルに対応するビ
ットより下位のビットが全て１であるか否かを検出する手段
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

入力し排他的論理和演算することなく



トと、１つ上位のバイナリデータのビット 出力するゲート
回路と、
　前記ゲート回路への入力信号を切り換えるスイッチ手段と、
　を有し、前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコー
ドのビットが前記ゲート回路に入力するように切り替わり、前記逆相ウォブルに対応する
ビットでは

前記グレーコードのビットを遮断
し

ように切り替わる
　ことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項４】
　

【請求項５】
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を入力し排他的論理和演算して

前記グレーコードの最上位ビットの場合は１が入力するように切り替わり前記
グレーコードの最上位ビットより下位のビットの場合は

前記１つ上位のバイナリデータのビットの反転値が前記ゲート回路に入力して前記１つ
上位のバイナリデータのビットとその反転値を排他的論理和演算する

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス
情報を、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同
相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから
抽出するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリ
データ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを１に固
定したバイナリデータ値に逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出するものであ
り、さらに、
　前記逆変換手段から出力されたバイナリデータのうち、前記逆相ウォブルに対応するビ
ットより下位のビットが全て０であるか否かを検出する手段
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情
報を、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウ
ォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出
するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコード
をそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変換することでランドのアドレス情報を
抽出し、
　前記アドレス情報抽出手段は、さらに、
　前記ランドにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグメ
ントの前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段



【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
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　を有し、前記逆変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデ
ータに逆変換する
　ことを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情
報を、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウ
ォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出
するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコード
をそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変換することでランドのアドレス情報を
抽出し、
　前記アドレス情報抽出手段は、さらに、
　前記ランドにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグメ
ントの前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段
　を有し、前記逆変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデ
ータに逆変換する
　ことを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス
情報を、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同
相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから
抽出するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコード
をそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変換することでグルーブのアドレス情報
を抽出し、
　前記アドレス情報抽出手段は、さらに、
　前記グルーブにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグ
メントの前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段
　を有し、前記逆変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデ
ータに逆変換する
　ことを特徴とする光ディスク装置。



　

【請求項９】
　

【請求項１０】
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グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス
情報を、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同
相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから
抽出するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコード
をそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変換することでグルーブのアドレス情報
を抽出し、
　前記アドレス情報抽出手段は、さらに、
　前記グルーブにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグ
メントの前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段
　を有し、前記逆変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデ
ータに逆変換する
　ことを特徴とする光ディスク装置。

請求項５～８のいずれかに記載の装置において、
　前記アドレス情報抽出手段は、さらに、
　前記次のセグメントの前記ウォブル信号から前記逆相ウォブルに対応するビットを検出
する手段と、
　予測されたビットを検出されたビットと比較する手段
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情
報を、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウ
ォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出
するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコード
をそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変換することでランドのアドレス情報を
抽出し、
　前記逆変換手段は、
　前記グレーコードの最上位ビットをそのまま出力するとともに、前記グレーコードの最
上位ビットより下位のビットについては、そのビットと１つ上位のバイナリデータのビッ
トとの排他的論理和を出力するゲート回路と、



【請求項１１】
　

【請求項１２】
　

【請求項１３】
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　前記ゲート回路からの出力を切り換えるスイッチ手段と、
　を有し、前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路
の出力をそのまま出力し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路の出力
を０とするように切り替わる
　ことを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス
情報を、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同
相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから
抽出するアドレス情報抽出手段と、
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グレーコードをバイナリデータのアドレス値に逆変換する逆変換手段
　を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコード
をそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変換することでグルーブのアドレス情報
を抽出し、
　前記逆変換手段は、
　前記グレーコードの最上位ビットをそのまま出力するとともに、前記グレーコードの最
上位ビットより下位のビットについては、そのビットと１つ上位のバイナリデータのビッ
トとの排他的論理和を出力するゲート回路と、
　前記ゲート回路からの出力を切り換えるスイッチ手段と、
　を有し、前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路
の出力をそのまま出力し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路の出力
を１とするように切り替わる
　ことを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記ランドのアドレス情報は、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が同一である同相ウォブルで規定されるランドトラックアドレス系と、前記ランド
を形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定
されるグルーブトラックアドレス系の２つのアドレス系を含み、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記グルーブトラックアドレス系のランドアドレス情報を抽出す
る手段であって、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一で
ある同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブ
ルから抽出するアドレス情報抽出手段と、
　前記アドレス情報抽出手段で抽出したランドアドレス情報を、前記ランドトラックアド
レス系のランドアドレス情報と比較する手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。



　

【請求項１４】
　

【請求項１５】
　

【請求項１６】
　

【請求項１７】
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グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記グルーブのアドレス情報は、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォ
ブルの位相が同一である同相ウォブルで規定されるグルーブトラックアドレス系と、前記
グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含
んで規定されるランドトラックアドレス系の２つのアドレス系を含み、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記ランドトラックアドレス系のグルーブアドレス情報を抽出す
る手段であって、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一
である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォ
ブルから抽出するアドレス情報抽出手段と、
　前記アドレス情報抽出手段で抽出したグルーブアドレス情報を、前記グルーブトラック
アドレス系のグルーブアドレス情報と比較する手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、
　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情
報を、前記ランドに隣接あるいは所定トラック数だけ離間するグルーブを形成する同相ウ
ォブルから予測するアドレス情報抽出手段と、
　前記ランドのアドレス情報を、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転
した逆相ウォブルから抽出する第２アドレス情報抽出手段と、
　予測されたアドレス情報を、前記第２アドレス情報抽出手段で抽出されたアドレス情報
と比較する手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

請求項１４記載の装置において、
　前記アドレス情報抽出手段は、前記ランドのアドレス情報を、前記ランドに隣接する内
周側グルーブを形成する同相ウォブルが示すトラックアドレスと同一トラックアドレスと
予測することを特徴とする光ディスク装置。

請求項１４記載の装置において、
　前記アドレス情報抽出手段は、前記ランドのアドレス情報を、前記ランドに隣接する外
周側グルーブを形成する同相ウォブルが示すトラックアドレスより１だけ小さいトラック
アドレスと予測することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォ
ブル信号生成手段と、



【請求項１８】
　

【請求項１９】
　

【請求項２０】
　

【請求項２１】
　

【請求項２２】
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　前記ウォブル信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス
情報を、前記グルーブに隣接あるいは所定トラック数だけ離間するランドを形成する同相
ウォブルから予測するアドレス情報抽出手段と、
　前記グルーブのアドレス情報を、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォ
ブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が
反転した逆相ウォブルから抽出する第２アドレス情報抽出手段と、
　予測されたアドレス情報を、前記第２アドレス情報抽出手段で抽出されたアドレス情報
と比較する手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

請求項１７記載の装置において、
　前記アドレス情報抽出手段は、前記グルーブのアドレス情報を、前記グルーブに隣接す
る内周側ランドを形成する同相ウォブルが示すトラックアドレスより１だけ大きいトラッ
クアドレスと予測することを特徴とする光ディスク装置。

請求項１７記載の装置において、
　前記アドレス情報抽出手段は、前記グルーブのアドレス情報を、前記グルーブに隣接す
る外周側ランドを形成する同相ウォブルが示すトラックアドレスと同一トラックアドレス
と予測することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記ランドのアドレス情報は、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が同一である同相ウォブルで規定されるランドトラックアドレス系と、前記ランド
を形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定
されるグルーブトラックアドレス系の２つのアドレス系を含み、
　前記ランドのアドレス情報を、前記グルーブトラックアドレス系の内周側ウォブルと外
周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出手段
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記ランドトラックアドレス系の２進アドレス値から連続する次の２進アドレス値を演
算し、両２進アドレス値から前記逆相ウォブルに対応するビットを検出する検出手段と、
　前記検出手段からの検出信号に基づき、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードをそのまま２進値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを０に固定した２進値に逆変換することでランドのアドレス情報を抽出する逆
変換手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

請求項２０記載の装置において、
　前記検出手段は、
　前記ランドトラックアドレス系の２進アドレス値のビットが入力されるインバータと、
　前記インバータからの反転出力及び前記演算して得られた次の２進アドレス値の同位置
ビットが入力され、これらの論理積を演算するゲート回路と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは



【請求項２３】
　

【請求項２４】
　

【請求項２５】
　

10

20

30

40

50

(9) JP 3781027 B2 2006.5.31

再生を行う光ディスク装置であって、
　前記グルーブのアドレス情報は、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォ
ブルの位相が同一である同相ウォブルで規定されるグルーブトラックアドレス系と、前記
グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含
んで規定されるランドトラックアドレス系の２つのアドレス系を含み、
　前記グルーブのアドレス情報を、前記ランドトラックアドレス系の内周側ウォブルと外
周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出手段
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グルーブトラックアドレス系の２進アドレス値から連続する１つ前の２進アドレス
値を演算し、両２進アドレス値から前記逆相ウォブルに対応するビットを検出する検出手
段と、
　前記検出手段からの検出信号に基づき、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードをそのまま２進値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを１に固定した２進値に逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出する
逆変換手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

請求項２２記載の装置において、
　前記検出手段は、
　前記演算により得られた１つ前の２進アドレス値のビットが入力されるインバータと、
　前記インバータからの反転出力及び前記グルーブトラックアドレス系の２進アドレス値
の同位置ビットが入力され、これらの論理積を演算するゲート回路と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、
　前記ランドのアドレス情報は、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が同一である同相ウォブルで規定されるランドトラックアドレス系と、前記ランド
を形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定
されるグルーブトラックアドレス系の２つのアドレス系を含み、
　前記ランドのアドレス情報を、前記グルーブトラックアドレス系の内周側ウォブルと外
周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出手段
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記ランドトラックアドレス系の２進アドレス値から連続する１つ前の２進アドレス値
を演算し、両２進アドレス値から前記逆相ウォブルに対応するビットを検出する検出手段
と、
　前記検出手段からの検出信号に基づき、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードをそのまま２進値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを１に固定した２進値に逆変換することでランドのアドレス情報を抽出する逆
変換手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。

グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、



【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光ディスク及び光ディスク装置に関し、特にグルーブ及びランドを用いてデー
タの記録／再生を行う高密度の光ディスク及び光ディスク装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、グルーブのみならず、グルーブとランドのいずれにもデータを記録すること
で高記録密度を達成する光ディスクが知られている。一方、このようにグルーブとランド
のいずれにもデータを記録する場合、グルーブとランドのいずれにおいてもアドレスを正
確に検出する必要がある。ＤＶＤ－ＲＡＭにおいては、ＣＡＰＡ（ Complementary Alloca
ted Pit Address）と呼ばれる方式で特殊な信号をセクタ毎にデータ記録とは時間的に独
立して挿入し、この信号を再生することによりアドレスを検出している。具体的には、各
セクタの先頭にデータ領域とは独立したアドレス領域（ヘッダ部）を有し、このヘッダ部
にデータ領域のグルーブまたはランドに対し、左右にオフセットしてＣＡＰＡ信号を複数
挿入しておき、グルーブに対して記録／再生する場合、ランドに対して記録／再生する場
合とで異なるＣＡＰＡ信号が検出されることを利用してグルーブ及びランドでアドレスを
検出している。
【０００３】
　しかしながら、データ部と時間的に独立してアドレス部を有しているため、その分だけ
光ディスクのデータ容量が小さくなる問題がある。また、グルーブとＣＡＰＡ信号は一直
線上に配列していないので、光ディスクの製造が比較的困難である問題もある。さらに、
記録／再生時においてデータ部とヘッダ部でサーボ方式が異なる、あるいはサーボ等のパ
ラメータ最適点が異なる問題もある。
【０００４】
　そこで、グルーブのアドレスを記憶するためのウォブルを用いてグルーブのみならずラ
ンドのアドレスも確定する技術が提案されている。
【０００５】
　例えば、下記に示す従来技術では、グルーブを０度の位相で同相ウォブルさせた場合と
１８０度の位相で同相ウォブルさせた場合とでそれぞれ０及び１のデータを記録してアド
レス情報を埋め込む際に、２つの隣接グルーブで同相ウォブルとした場合でも２つのグル
ーブに挟まれたランドでは必ずしも同相ウォブルとならずアドレスを確定できないことに
鑑み、アドレスを２つ用意し、いずれかのアドレスでランドのアドレスを確定する技術が
記載されている。
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　前記グルーブのアドレス情報は、前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォ
ブルの位相が同一である同相ウォブルで規定されるグルーブトラックアドレス系と、前記
グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含
んで規定されるランドトラックアドレス系の２つのアドレス系を含み、
　前記グルーブのアドレス情報を、前記ランドトラックアドレス系の内周側ウォブルと外
周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと外周側ウォブル
の位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出手段
　を有し、前記アドレス情報抽出手段は、
　前記グルーブトラックアドレス系の２進アドレス値から連続する次の２進アドレス値を
演算し、両２進アドレス値から前記逆相ウォブルに対応するビットを検出する検出手段と
、
　前記検出手段からの検出信号に基づき、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードをそのまま２進値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グ
レーコードを０に固定した２進値に逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出する
逆変換手段と、
　を有することを特徴とする光ディスク装置。



【０００６】
　図２１には、この従来技術に記載されたアドレスフォーマットが示されている。
【０００７】
　アドレスには、領域アドレスとトラックアドレス（トラック番号）とがあり、同一方向
に配置された各セグメントの領域アドレスは等しい。図２１においては、トラックアドレ
スのみが示されている。Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、・・はグルーブであり、Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、
・・・はランドである。トラック番号の小さい方を内周側とし、内周から外周に向けてト
ラック番号が増大するものとする。Ｇ１におけるトラック番号はｎ＋１、Ｇ２におけるト
ラック番号はｎ＋２、Ｌ１におけるトラック番号はｎ＋１、Ｌ２におけるトラック番号は
ｎ＋２である。各グルーブには図２２に示されるようにウォブルが形成され、０度の同相
ウォブルで「０」が記録され、１８０度の同相ウォブルで「１」が記録される。
【０００８】
　Ｇ１、Ｌ１、Ｇ２に着目すると、本来であればＧ１、Ｇ２はトラック番号が異なるため
、Ｇ１に形成されるウォブルとＧ２に形成されるウォブルは逆相となり、Ｇ１とＧ２に挟
まれたＬ１ではＧ１のウォブルとＧ２のウォブルが互いに１８０度の位相をなすため逆相
となり検出できない。そこで、Ａｄｄｒｅｓｓ１ではＧ１とＧ２で同一のトラック番号を
付すことで、その間に挟まれたＬ１のウォブルを同相とし、トラック番号ｎ＋１を確定で
きるようにしている。なお、Ａｄｄｒｅｓｓ２では、Ｇ１にはｎ＋１、Ｇ２にはｎ＋２と
本来のトラック番号を付しているため、その間のＬ１はアドレスを検出できず「ＮＧ」と
なる。
【０００９】
　また、Ｇ２、Ｌ２、Ｇ３に着目すると、本来であればＧ２、Ｇ３はトラック番号が異な
るため、Ｇ２に形成されるウォブルとＧ３に形成されるウォブルは逆相となり、Ｇ２とＧ
３に挟まれたＬ２ではＧ２のウォブルとＧ３のウォブルが互いに１８０度の位相をなすた
め逆相となり検出できない。そこで、Ａｄｄｒｅｓｓ２ではＧ２とＧ３で同一のトラック
番号を付すことで、その間に挟まれたＬ２のウォブルを同相とし、トラック番号ｎ＋２を
確定できるようにしている。この場合、Ａｄｄｒｅｓｓ１ではＬ２のアドレスを検出でき
ず「ＮＧ」となる。
【００１０】
　なお、アドレスデータをウォブルとしてディスクに記録する場合、２進データ（バイナ
リデータ）をグレーコードに変換して記録する。ここに、グレーコードとは、隣接する２
進データの間の符号間距離、すなわち反転ビット数を１にするものである。
【００１１】
　図２３には、２進データをグレーコードに変換するためのグレーコード変換器２が示さ
れており、図２４には、アドレスとグレーコードとの関係が示されている。グレーコード
変換器２は、複数のＥＸ－ＯＲ（排他的論理和）ゲート１を含んで構成される。例えばア
ドレスが８ビットである場合、最下位ビットＬＳＢと次の下位ビットとのＥＸ－ＯＲが演
算されてグレーコードの最下位ビットＬＳＢとなる。以下、同様にしてアドレスの隣接ビ
ット同士のＥＸ－ＯＲが演算されてグレーコードに変換される。アドレスの最上位ビット
ＭＳＢはそのまま維持されてグレーコードとなる。排他的論理和では、２入力が同一であ
れば出力は０となり、２入力が異なれば出力は１となる。したがって、例えばアドレスの
２進データ（バイナリデータ）が「００００００００」であればグレーコードは「０００
０００００」となり、２進データが「０００００００１」であればグレーコードは「００
０００００１」、２進データが「００００００１０」であればグレーコードは「００００
００１１」となる。図２４から分かるように、連続する２つのアドレス値の間のグレーコ
ードの符号間距離は常に１である。
【００１２】
【特許文献１】特開平１０－３１２５４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１３】
　このように、従来においてはＡｄｄｒｅｓｓ１及びＡｄｄｒｅｓｓ２の２つのアドレス
を用いてランド及びグルーブのアドレスを検出しているが、２つのアドレスを予めディス
クに形成するのは冗長であり、その分だけディスクのデータ記録密度が低下する。また、
仮に２つのアドレスを用いたとしても、上記従来技術ではいずれか一方のアドレスのみが
用いられており、冗長アドレスの有効活用が図られていない。
【００１４】
　本発明の目的は、不要なアドレスデータを除去して一層の高密度記録化を図ることにあ
る。また、冗長系アドレスデータを有効活用してアドレス検出の精度を上げることにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、か
つ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコード
に変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記
録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射しその
反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル信号か
ら前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情報を、前記ランドを形
成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側
ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出
手段とを有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリデータのアド
レス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレ
ーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応するビットで
は前記グレーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変換することでランドのアドレ
ス情報を抽出するものであり、前記逆変換手段は、さらに、前記グレーコードの最上位ビ
ット そのまま出力するとともに、前記グレーコー
ドの最上位ビットより下位のビットについては、そのビットと１つ上位のバイナリデータ
のビット 出力するゲート回路と、前記ゲート回路への入力
信号を切り換えるスイッチ手段と、を有し、前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対
応するビットでは前記グレーコードのビットが前記ゲート回路に入力するように切替わり
、前記逆相ウォブルに対応するビットでは

前
記グレーコードのビットを遮断し

ように
切り替わることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情報を、前記ラン
ドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに
内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情
報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリデー
タのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記同相ウォブルに対応するビットでは
前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応する
ビットでは前記グレーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変換することでランド
のアドレス情報を抽出するものであり、さらに、前記逆変換手段から出力されたバイナリ
データのうち、前記逆相ウォブルに対応するビットより下位のビットが全て１であるか否
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を入力し排他的論理和演算することなく

を入力し排他的論理和演算して

前記グレーコードの最上位ビットの場合は０が
入力するように切り替わり前記グレーコードの最上位ビットより下位のビットの場合は

前記１つ上位のバイナリデータのビットが前記ゲート回
路に入力して前記１つ上位のバイナリデータのビット同士を排他的論理和演算する



かを検出する手段を有することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス情報を、前記グ
ルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並
びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレ
ス情報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリ
データのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記同相ウォブルに対応するビット
では前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応
するビットでは前記グレーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変換することでグ
ルーブのアドレス情報を抽出するものであり、前記逆変換手段は、さらに、前記グレーコ
ードの最上位ビットを そのまま出力するとともに、
前記グレーコードの最上位ビットより下位のビットについては、そのビットと、１つ上位
のバイナリデータのビット 出力するゲート回路と、前記ゲ
ート回路への入力信号を切り換えるスイッチ手段と、を有し、前記スイッチ手段は、前記
同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードのビットが前記ゲート回路に入力す
るように切り替わり、前記逆相ウォブルに対応するビットでは

前記グレーコードのビットを遮断し

ように切り替わることを特徴とする。
                                                                                
【００１８】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス情報を、前記グ
ルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並
びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレ
ス情報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリ
データのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記同相ウォブルに対応するビット
では前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対応
するビットでは前記グレーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変換することでグ
ルーブのアドレス情報を抽出するものであり、さらに、前記逆変換手段から出力されたバ
イナリデータのうち、前記逆相ウォブルに対応するビットより下位のビットが全て０であ
るか否かを検出する手段を有することを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情報を、前記ラン
ドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに
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入力し排他的論理和演算することなく

を入力し排他的論理和演算して

前記グレーコードの最上位
ビットの場合は１が入力するように切り替わり前記グレーコードの最上位ビットより下位
のビットの場合は 前記１つ上位のバイナリデータのビ
ットの反転値が前記ゲート回路に入力して前記１つ上位のバイナリデータのビットとその
反転値を排他的論理和演算する



内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情
報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリデー
タのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに
対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相
ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変
換することでランドのアドレス情報を抽出し、前記アドレス情報抽出手段は、さらに、前
記ランドにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグメント
の前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段を有し、前記逆
変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデータに逆変換する
ことを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情報を、前記ラン
ドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに
内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情
報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリデー
タのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに
対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相
ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変
換することでランドのアドレス情報を抽出し、前記アドレス情報抽出手段は、さらに、前
記ランドにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグメント
の前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段を有し、前記逆
変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデータに逆変換する
ことを特徴とする。
【００２１】
　グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込まれ、かつ、前記ア
ドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレーコードに変換され
て前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデータの記録あるいは
再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受
光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル信号から前記アド
レス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス情報を、前記グルーブを形成する
内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブ
ルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出手段と
、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリデータのアドレス
値に逆変換する逆変換手段を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに対応するビッ
トでは前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相ウォブルに対
応するビットでは前記グレーコードを１に固定したバイナリデータ値に逆変換することで
グルーブのアドレス情報を抽出し、前記アドレス情報抽出手段は、さらに、前記グルーブ
において時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセグメントの前記ウ
ォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段を有し、前記逆変換手段
は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデータに逆変換することを特
徴とする。
【００２２】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
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タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス情報を、前記グ
ルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並
びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレ
ス情報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリ
データのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブ
ルに対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記
逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固定したバイナリデータ値に
逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出し、前記アドレス情報抽出手段は、さら
に、前記グルーブにおいて時間的に先行するセグメントの確定アドレスに基づいて次のセ
グメントの前記ウォブル信号の前記逆相ウォブルに対応するビットを予測する手段を有し
、前記逆変換手段は、予測されたビットに基づき前記グレーコードをバイナリデータに逆
変換することを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情報を、前記ラン
ドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに
内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情
報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリデー
タのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブルに
対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記逆相
ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固定したバイナリデータ値に逆変
換することでランドのアドレス情報を抽出し、前記逆変換手段は、前記グレーコードの最
上位ビットをそのまま出力するとともに、前記グレーコードの最上位ビットより下位のビ
ットについては、そのビットと１つ上位のバイナリデータのビットとの排他的論理和を出
力するゲート回路と、前記ゲート回路からの出力を切り換えるスイッチ手段と、を有し、
前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路の出力をそ
のまま出力し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路の出力を０とする
ように切り替わることを特徴とする。
【００２４】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス情報を、前記グ
ルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並
びに内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレ
ス情報抽出手段と、を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グレーコードをバイナリ
データのアドレス値に逆変換する逆変換手段を有し、前記逆変換手段は、前記同相ウォブ
ルに対応するビットでは前記グレーコードをそのままバイナリデータ値に逆変換し、前記
逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを１に固定したバイナリデータ値に
逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出し、前記逆変換手段は、前記グレーコー
ドの最上位ビットをそのまま出力するとともに、前記グレーコードの最上位ビットより下
位のビットについては、そのビットと１つ上位のバイナリデータのビットとの排他的論理
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和を出力するゲート回路と、前記ゲート回路からの出力を切り換えるスイッチ手段と、を
有し、前記スイッチ手段は、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路の出
力をそのまま出力し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記ゲート回路の出力を１
とするように切り替わることを特徴とする。
【００２５】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記ランドのアドレス情報は、前
記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブルで
規定されるランドトラックアドレス系と、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側
ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定されるグルーブトラックアドレス系
の２つのアドレス系を含み、前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光してウ
ォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル信号から前記グルーブトラ
ックアドレス系のランドアドレス情報を抽出する手段であって、前記ランドを形成する内
周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブル
と外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出手段と、
　前記アドレス情報抽出手段で抽出したランドアドレス情報を、前記ランドトラックアド
レス系のランドアドレス情報と比較する手段と、を有することを特徴とする。
【００２６】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記グルーブのアドレス情報は、
前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブ
ルで規定されるグルーブトラックアドレス系と、前記グルーブを形成する内周側ウォブル
と外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定されるランドトラックアド
レス系の２つのアドレス系を含み、前記光ディスクにレーザ光を照射しその反射光を受光
してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル信号から前記ランド
トラックアドレス系のグルーブアドレス情報を抽出する手段であって、前記グルーブを形
成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側
ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出
手段と、前記アドレス情報抽出手段で抽出したグルーブアドレス情報を、前記グルーブト
ラックアドレス系のグルーブアドレス情報と比較する手段と、を有することを特徴とする
。
【００２７】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、ランドのアドレス情報を、前記ラン
ドに隣接あるいは所定トラック数だけ離間するグルーブを形成する同相ウォブルから予測
するアドレス情報抽出手段と、前記ランドのアドレス情報を、前記ランドを形成する内周
側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォブルと
外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出する第２アドレス情報抽出手段と
、予測されたアドレス情報を、前記第２アドレス情報抽出手段で抽出されたアドレス情報
と比較する手段と、を有することを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
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れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記光ディスクにレーザ光を照射
しその反射光を受光してウォブル信号を生成するウォブル信号生成手段と、前記ウォブル
信号から前記アドレス情報を抽出する手段であって、グルーブのアドレス情報を、前記グ
ルーブに隣接あるいは所定トラック数だけ離間するランドを形成する同相ウォブルから予
測するアドレス情報抽出手段と、前記グルーブのアドレス情報を、前記グルーブを形成す
る内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側ウォ
ブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出する第２アドレス情報抽出
手段と、予測されたアドレス情報を、前記第２アドレス情報抽出手段で抽出されたアドレ
ス情報と比較する手段と、を有することを特徴とする。
【００２９】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記ランドのアドレス情報は、前
記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブルで
規定されるランドトラックアドレス系と、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側
ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定されるグルーブトラックアドレス系
の２つのアドレス系を含み、前記ランドのアドレス情報を、前記グルーブトラックアドレ
ス系の内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側
ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出
手段を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記ランドトラックアドレス系の２進アドレ
ス値から連続する次の２進アドレス値を演算し、両２進アドレス値から前記逆相ウォブル
に対応するビットを検出する検出手段と、前記検出手段からの検出信号に基づき、前記同
相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのまま２進値に逆変換し、前記逆
相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固定した２進値に逆変換するこ
とでランドのアドレス情報を抽出する逆変換手段と、を有することを特徴とする。
【００３０】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記グルーブのアドレス情報は、
前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブ
ルで規定されるグルーブトラックアドレス系と、前記グルーブを形成する内周側ウォブル
と外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定されるランドトラックアド
レス系の２つのアドレス系を含み、前記グルーブのアドレス情報を、前記ランドトラック
アドレス系の内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに
内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情
報抽出手段を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グルーブトラックアドレス系の２
進アドレス値から連続する１つ前の２進アドレス値を演算し、両２進アドレス値から前記
逆相ウォブルに対応するビットを検出する検出手段と、前記検出手段からの検出信号に基
づき、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのまま２進値に逆変
換し、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを１に固定した２進値に
逆変換することでグルーブのアドレス情報を抽出する逆変換手段と、を有することを特徴
とする。
【００３１】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
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タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記ランドのアドレス情報は、前
記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブルで
規定されるランドトラックアドレス系と、前記ランドを形成する内周側ウォブルと外周側
ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定されるグルーブトラックアドレス系
の２つのアドレス系を含み、前記ランドのアドレス情報を、前記グルーブトラックアドレ
ス系の内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに内周側
ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情報抽出
手段を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記ランドトラックアドレス系の２進アドレ
ス値から連続する１つ前の２進アドレス値を演算し、両２進アドレス値から前記逆相ウォ
ブルに対応するビットを検出する検出手段と、前記検出手段からの検出信号に基づき、前
記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのまま２進値に逆変換し、前
記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを１に固定した２進値に逆変換す
ることでランドのアドレス情報を抽出する逆変換手段と、を有することを特徴とする。
【００３２】
　また、本発明は、グルーブ及びランドをウォブルさせることでアドレス情報が埋め込ま
れ、かつ、前記アドレス情報は連続する２つのアドレス値の符号間距離が１となるグレー
コードに変換されて前記ウォブルに埋め込まれた光ディスクのグルーブ及びランドにデー
タの記録あるいは再生を行う光ディスク装置であって、前記グルーブのアドレス情報は、
前記グルーブを形成する内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブ
ルで規定されるグルーブトラックアドレス系と、前記グルーブを形成する内周側ウォブル
と外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルを含んで規定されるランドトラックアド
レス系の２つのアドレス系を含み、前記グルーブのアドレス情報を、前記ランドトラック
アドレス系の内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が同一である同相ウォブル、並びに
内周側ウォブルと外周側ウォブルの位相が反転した逆相ウォブルから抽出するアドレス情
報抽出手段を有し、前記アドレス情報抽出手段は、前記グルーブトラックアドレス系の２
進アドレス値から連続する次の２進アドレス値を演算し、両２進アドレス値から前記逆相
ウォブルに対応するビットを検出する検出手段と、前記検出手段からの検出信号に基づき
、前記同相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードをそのまま２進値に逆変換し
、前記逆相ウォブルに対応するビットでは前記グレーコードを０に固定した２進値に逆変
換することでグルーブのアドレス情報を抽出する逆変換手段と、を有することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によれば、光ディスクにおいて不要なアドレスデータを削除できる。また、アド
レス検出精度を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、図面に基づき本発明の実施形態について説明する。
【００３５】
　図１には、本実施形態に係る光ディスク装置の全体構成図が示されている。光ディスク
１０はスピンドルモータ（ＳＰＭ）１２により回転駆動される。スピンドルモータＳＰＭ
１２は、ドライバ１４で駆動され、ドライバ１４はサーボプロセッサ３０により所望の回
転速度となるようにサーボ制御される。本実施形態では、一例として、ドライバ１４は光
ディスク１０を内周から外周の間で複数のゾーンに分割し、各ゾーンにおいて角速度一定
（ＺＣＡＶ）となるように駆動する。
【００３６】
　光ピックアップ１６は、レーザ光を光ディスク１０に照射するためのレーザダイオード
（ＬＤ）や光ディスク１０からの反射光を受光して電気信号に変換するフォトディテクタ
（ＰＤ）を含み、光ディスク１０に対向配置される。光ピックアップ１６はスレッドモー
タ１８により光ディスク１０の半径方向に駆動され、スレッドモータ１８はドライバ２０
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で駆動される。ドライバ２０は、ドライバ１４と同様にサーボプロセッサ３０によりサー
ボ制御される。また、光ピックアップ１６のＬＤはドライバ２２により駆動され、ドライ
バ２２はオートパワーコントロール回路（ＡＰＣ）２４により駆動電流が所望の値となる
ように制御される。ＡＰＣ２４は、光ディスク１０のテストエリア（ＰＣＡ）において実
行されたＯＰＣ（ Optimum Power Control）により選択された最適記録パワーとなるよう
にドライバ２２の駆動電流を制御する。ＯＰＣは、光ディスク１０のＰＣＡに記録パワー
を複数段に変化させてテストデータを記録し、該テストデータを再生してその信号品質を
評価し、所望の信号品質が得られる記録パワーを選択する処理である。信号品質には、β
値やγ値、変調度、ジッタ等が用いられる。
【００３７】
　光ディスク１０に記録されたデータを再生する際には、光ピックアップ１６のＬＤから
再生パワーのレーザ光が照射され、その反射光がＰＤで電気信号に変換されて出力される
。光ピックアップ１６からの再生信号はＲＦ回路２６に供給される。ＲＦ回路２６は、再
生信号からフォーカスエラー信号やトラッキングエラー信号を生成し、サーボプロセッサ
３０に供給する。サーボプロセッサ３０は、これらのエラー信号に基づいて光ピックアッ
プ１６をサーボ制御し、光ピックアップ１６をオンフォーカス状態及びオントラック状態
に維持する。
【００３８】
　光ピックアップ１６は、光ディスク１０のグルーブ及びランドに対して記録／再生を行
う。光ディスク１０には螺旋状にグルーブが形成されており、例えばグルーブ１→ランド
１→グルーブ２→ランド２→グルーブ３→ランド３→・・等とグルーブとランド間で交互
にデータを記録／再生する。あるいは、ゾーン毎にグルーブのみ記録／再生した後にラン
ドに記録／再生する等、ゾーン毎にゾーン内のグルーブを全て記録／再生した後に同一ゾ
ーン内のランドを記録／再生してもよい。また、ＲＦ回路２６は、再生信号に含まれるア
ドレス信号をアドレスデコード回路２８に供給する。アドレスデコード回路２８はアドレ
ス信号から光ディスク１０のアドレスデータを復調し、サーボプロセッサ３０やシステム
コントローラ３２に供給する。アドレスデータは、光ディスク１０のグルーブ及びランド
にウォブルとして埋め込まれる。光ディスク１０は、アドレスデータとして、領域アドレ
ス及びトラックアドレスを含む。アドレスデータは、図２４に示されるようなグレーコー
ドとして光ディスク１０に形成される。
【００３９】
　本実施形態における光ディスク１０のアドレスフォーマットは、図２１に示すような２
つのアドレス系ではなく、１つのアドレス系から構成される。すなわち、基本的にグルー
ブのトラック番号が内周から外周に向けて連続するようなトラック番号が付される。具体
的には、図２１に即して説明すると、Ｇ１、Ｌ１、Ｇ２、Ｌ２、Ｇ３、・・・とグルーブ
及びランドが螺旋状に配列している場合、グルーブのトラック番号がｎ＋１、ｎ＋２、ｎ
＋３となるように付されている。全てのグルーブにおいて０度の同相ウォブルあるいは１
８０度の同相ウォブルとなるようにウォブルが形成されていると表現することもでき、こ
れをグルーブ用のトラックアドレス（Ｇトラックアドレス）と称する。本実施形態では、
このようなＧトラックアドレスからグルーブのアドレスを検出するだけでなく、グルーブ
に挟まれたランドのアドレスも検出する。すなわち、図２１において「ＮＧ」とされたウ
ォブルの組み合わせからアドレスを検出する。
【００４０】
　なお、光ディスク１０のアドレスとして、このようにグルーブのトラック番号を連続と
するように形成する他、図２１に示すようにアドレス系を２つ形成し、一方のアドレス系
でグルーブトラックアドレスを検出し、他方のアドレス系でランドトラックアドレスを検
出する（これをＬトラックアドレスと称する）構成とすることもでき、この場合には、Ｇ
トラックアドレスを用いて検出されたランドトラックアドレスを、Ｌトラックアドレスを
用いて検証することができる。すなわち、本実施形態では、
（１）光ディスク１０にＧトラックアドレス系のみを形成し、Ｌトラックアドレス系を形
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成しない
（２）光ディスク１０に従来と同様にＧトラックアドレス系とＬトラックアドレス系を形
成し、ランドトラックアドレス検出時に、光ディスク１０に形成されたＬトラックアドレ
ス系をチェック用アドレスとして用いる
の２つの態様がある。
【００４１】
　ＲＦ回路２６は、再生ＲＦ信号を２値化回路３４に供給する。２値化回路３４は、再生
信号を２値化し、得られたＥＦＭ信号（ＣＤディスク）あるいは８－１６変調信号（ＤＶ
Ｄディスク）をエンコード／デコード回路３６に供給する。エンコード／デコード回路３
６では、２値化信号を復調及びエラー訂正して再生データを得、当該再生データをインタ
フェースＩ／Ｆ４０を介してパーソナルコンピュータなどのホスト装置に出力する。なお
、再生データをホスト装置に出力する際には、エンコード／デコード回路３６はバッファ
メモリ３８に再生データを一旦蓄積した後に出力する。
【００４２】
　光ディスク１０にデータを記録する際には、ホスト装置からの記録すべきデータはイン
ターフェースＩ／Ｆ４０を介してエンコード／デコード回路３６に供給される。エンコー
ド／デコード回路３６は、記録すべきデータをバッファメモリ３８に格納し、当該記録す
べきデータをエンコードして変調データとしてライトストラテジ回路４２に供給する。ラ
イトストラテジ回路４２は、変調データを所定の記録ストラテジに従ってマルチパルス（
パルストレーン）に変換し、記録データとしてドライバ２２に供給する。記録ストラテジ
は、例えばマルチパルスにおける先頭パルスのパルス幅や後続パルスのパルス幅、パルス
デューティから構成される。記録ストラテジは記録品質に影響することから、通常はある
最適ストラテジに固定される。ＯＰＣ時に記録ストラテジを併せて設定してもよい。記録
データによりパワー変調されたレーザ光は光ピックアップ１６のＬＤから照射されて光デ
ィスク１０にデータが記録される。データを記録した後、光ピックアップ１６は再生パワ
ーのレーザ光を照射して当該記録データを再生し、ＲＦ回路２６に供給する。ＲＦ回路２
６は再生信号を２値化回路３４に供給し、２値化されたデータはエンコード／デコード回
路３６に供給される。エンコード／デコード回路３６は、変調データをデコードし、バッ
ファメモリ３８に記憶されている記録データと照合する。ベリファイの結果はシステムコ
ントローラ３２に供給される。システムコントローラ３２はベリファイの結果に応じて引
き続きデータを記録するか、あるいは交替処理を実行するかを決定する。
【００４３】
　＜Ｇトラックアドレス系のみが形成されている場合＞
　以下、本実施形態において、光ディスク１０にＧトラックアドレスのみが形成されてい
るとして、ランドに対する記録／再生時にＧトラックアドレスからランドトラックアドレ
スを検出する方法について説明する。
【００４４】
　図２には、光ディスク１０に形成される、グルーブＮ、ランドＮ、グルーブＮ＋１、ラ
ンドＮ＋１、グルーブＮ＋２、ランドＮ＋２、グルーブＮ＋３におけるＧトラックアドレ
スの一例が示されている。グルーブ及びランドは内周から外周に向けて螺旋状に形成され
、グルーブには０度の同相ウォブル（グルーブを形成する内周側ウォブル及び外周側ウォ
ブルがともに０度の位相）あるいは１８０度の同相ウォブル（内周側ウォブル及び外周側
ウォブルがともに１８０度の位相）が形成される（図２２参照）。図ではアドレスデータ
が８ビットで表現されているが、ビット数はこれに限定されるものではなく、例えば１２
ビットとしてもよい。Ｇトラックアドレスのバイナリデータは連続するトラック番号の符
号間距離が１となるグレーコードに変換されて記録される。具体的には、グルーブＮのＧ
トラックアドレスが「００００００００」である場合、グルーブＮ＋１のＧトラックアド
レスは最下位ビットＬＳＢだけ反転した「０００００００１」である。また、グルーブＮ
＋２のＧトラックアドレスは、その１つ上位のビットだけ反転した「００００００１１」
である。さらに、グルーブＮ＋３のＧトラックアドレスは、最下位ビットだけ反転した「
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００００００１０」である。ここで、「０」は図２２に示されるように位相が０度の同相
ウォブルとして形成され、「１」は位相が１８０度の同相ウォブルとして形成される。
【００４５】
　一方、グルーブＮとグルーブＮ＋１に挟まれたランドＮのアドレスに関しては、グルー
ブＮとグルーブＮ＋１がともに「０」であれば位相が０度の同相ウォブルとなるためラン
ドのウォブルとして「０」が検出できるが、最下位ビットに関してはグルーブＮのウォブ
ルが０度の位相のウォブルであり、グルーブＮ＋１のウォブルが１８０度の位相のウォブ
ルであるためランドのウォブルとして逆相となり検出できない。すなわち、ランドＮを形
成する内周側ウォブルと外周側ウォブルが１８０度反転した位相となるためウォブル信号
が消えてしまう。図では、このようにウォブルが逆相となってデータを検出できないビッ
トを変化ビット１００として「Ｘ」で示されている。
【００４６】
　グルーブＮ＋１とグルーブＮ＋２に挟まれたランドＮ＋１のアドレスに関しては、グル
ーブＮ＋１とグルーブＮ＋２がともに「０」であれば位相が０度の同相ウォブルとなるた
めランドのウォブルとして「０」が検出でき、グルーブＮ＋１とグルーブＮ＋２がともに
「１」であれば位相が１８０度の同相ウォブルとなるためランドのウォブルとして「１」
が検出できるが、最下位ビットの１つ上位のビットに関してはグルーブＮ＋１のウォブル
が０度の位相のウォブルであり、グルーブＮ＋２のウォブルが１８０度の位相のウォブル
であるためランドのウォブルとして逆相となり検出できない。
【００４７】
　また、グルーブＮ＋２とグルーブＮ＋３に挟まれたランドＮ＋２のアドレスに関しては
、グルーブＮ＋２とグルーブＮ＋３がともに「０」であれば位相が０度の同相ウォブルと
なるためランドのウォブルとして「０」が検出でき、グルーブＮ＋２とグルーブＮ＋３が
ともに「１」であれば位相が１８０度の同相ウォブルとなるためランドのウォブルとして
「１」が検出できるが、最下位ビットに関してはグルーブＮ＋２のウォブルが１８０度の
位相のウォブルであり、グルーブＮ＋３のウォブルが０度の位相のウォブルであるためラ
ンドのウォブルとして逆相となり検出できない。隣接するトラック番号は符号間距離が１
となるグレーコードに変換されているため、８ビットのうちいずれかのビットが不定とな
る。
【００４８】
　このように、そのままランドアドレスを検出しようとしたのではアドレスが不定となる
が、図２から分かるように、例えばランドＮに関しては本来はグルーブＮと同じ２進アド
レス「００００００００」であり、最下位ビットの「Ｘ」の２進アドレスを「０」に置き
換えてしまえばランドアドレスが正確に確定することになる。また、ランドＮ＋１に関し
ても本来はグルーブＮ＋１と同じ２進アドレス「０００００００１」であり、最下位ビッ
トの次のビット（第１位ビット）の「Ｘ」の２進アドレスを「０」に置き換えてしまえば
ランドアドレスが正確に確定する。さらに、ランドＮ＋２に関しても本来はグルーブＮ＋
２と同じ２進アドレス「００００００１０」であり、最下位ビットの「Ｘ」の２進アドレ
スを「０」に置き換えてしまえばランドアドレスが正確に確定する。本実施形態では、こ
のような原理に基づいて、Ｇトラックアドレス系のみからグルーブアドレスのみならずラ
ンドアドレスについても検出する。
【００４９】
　本実施形態におけるランドアドレスの検出は、大別して２つのステップから構成される
。第１は図２に示された「Ｘ」位置、すなわちウォブルが逆相となる変化ビットを検出す
るステップであり、第２は変化ビットにおいて２進アドレスビットの値を「０」に置き換
えて２進アドレスを得るステップである。
【００５０】
　＜変化ビット位置検出＞
　図３には、変化ビット位置を検出する処理を説明するためのタイミングチャートが示さ
れている。図３（Ａ）は、グルーブＮ、及びグルーブＮ＋１におけるウォブルであり、変
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化ビット１００、すなわちグルーブＮにおいて位相０度の同相ウォブルとグルーブＮ＋１
において位相１８０度の同相ウォブルの部分が示されている。
【００５１】
　図３（Ｂ）は、図３（Ａ）のような構成において、ランドＮにおいて記録／再生する場
合のフォトディテクタの配置位置とランドＮのウォブルのみを取り出したものである。フ
ォトディテクタは４分割フォトディテクタが用いられるが、光ディスクの半径方向に配置
された２つのフォトディテクタをそれぞれフォトディテクタＡ、Ｂと称すると（４分割フ
ォトディテクタの要素をａ、ｂ、ｃ、ｄとし、ａ，ｂが内周側に位置し、ｃ、ｄが外周側
に位置するとすると、フォトディテクタＡ＝ａ＋ｂ、フォトディテクタＢ＝ｃ＋ｄである
）、フォトディテクタＡはランドＮの両壁のウォブルのうち内周側のウォブル、すなわち
位相０度のウォブルを検出し、フォトディテクタＢはランドＮの両壁のウォブルのうち外
周側のウォブル、すなわち位相１８０度のウォブルを検出する。
【００５２】
　図３（Ｃ）は、図３（Ｂ）に示されたフォトディテクタＡ，Ｂの検出信号の差分Ａ－Ｂ
を示したものである。同相ウォブルのビットでは所定値以上の振幅を有する信号が出現し
、変化ビット１００の部分では位相反転したウォブル信号の差分を演算するため振幅はほ
ぼ０となる。したがって、Ａ－Ｂの振幅を検出し、振幅が実質的にゼロとなる領域を検出
することで、変化ビット１００を検出することができる。
【００５３】
　図４には、図１におけるアドレスデコード回路２８に含まれる変化ビット検出回路の回
路構成が示されており、図５には、図４における各部のタイミングチャートが示されてい
る。変化ビット検出回路は、検波回路２８ａ、２つのピークホールド回路２８ｂ、２８ｃ
及び比較器２８ｄから構成される。
【００５４】
　検波回路２８ａには、フォトディテクタＡ、Ｂの差分信号Ａ－Ｂが供給される。なお、
差分信号Ａ－Ｂは、ＲＦ回路２６で生成することができる。検波回路２８ａは、差分信号
を検波して２つのピークホールド回路２８ｂ、２８ｃに出力する。図５（Ａ）には、検波
回路２８ａからの出力信号ｐが示されている。
【００５５】
　ピークホールド回路２８ｂ、２８ｃは、それぞれ放電時定数が大及び小のピークホール
ド回路であり、ピークホールド回路２８ｂでは放電時定数が大きいため変化ビット位置に
おいても信号振幅はほとんど維持される。一方、ピークホールド回路２８ｃでは放電時定
数が小さいため変化ビット位置において急峻に信号振幅が減少する。図５（Ｂ）には、ピ
ークホールド回路２８ｂからの出力信号ｑが示されており、図５（Ｃ）には、ピークホー
ルド回路２８ｃからの出力信号ｒが示されている。ピークホールド回路２８ｂ、２８ｃか
らの出力信号は比較器２８ｄに供給される。
【００５６】
　比較器２８ｄは、ピークホールド回路２８ｂからの出力信号ｑと、ピークホールド回路
２８ｃからの出力信号ｒを所定倍α（例えばα＝１．４）だけ増幅した信号とを大小比較
する。図５（Ｄ）には、出力信号ｑと出力信号ｒ×αが示されており、比較器２８ｄは、
出力信号ｑが大となる場合のみレベルがＨｉとなる検出信号ｓを出力する。出力信号ｑは
変化ビット位置でも振幅レベルを維持し、一方出力信号ｒは変化ビット位置では振幅レベ
ルが急峻に減少してほとんどゼロとなる。したがって、両信号を大小比較することで、変
化ビット位置でＨｉとなる検出信号ｓを生成することができる。図５（Ｅ）には、検出信
号ｓが示されている。
【００５７】
　＜変化ビットの置き換え並びにグレーコードから２進データへの逆変換＞
　次に、変化ビットを検出した後の、変化ビット位置におけるビットの置き換えについて
説明する。
【００５８】
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　図６には、アドレスデコード回路２８に含まれるグレーコード逆変換器２８ｅの回路構
成が示されている。このグレーコード逆変換器２８ｅは、グレーコードを元の２進データ
に復調するための回路である。グレーコード変換器は、図２３に示されるように隣接する
ビット間の排他的論理和演算を行う回路であり、グレーコード逆変換器は、基本的にこの
逆変換を行うものである。図７には、図２３のグレーコード変換器に対応するグレーコー
ド逆変換器の構成が示されている。グレーコードの最上位ビットＭＳＢはそのまま出力し
、最上位ビットの下のビットは、当該ビットと最上位ビットとがＥＸ－ＯＲゲート１で排
他的論理和演算が行われ、逆変換される。以下同様にして、あるビットに着目すると、そ
のビットとその一つ上の２進ビットとの排他的論理和により当該ビットが２進データに変
換される。一方、図６に示された本実施形態のグレーコード逆変換器２８ｅは、図７に示
されたグレーコード逆変換器に、各ビット毎のスイッチＳＷを付加した構成である。
【００５９】
　すなわち、グレーコードの最上位ビットＭＳＢはスイッチＳＷ７の接点ｄに接続され、
スイッチＳＷ７の他方の接点ｕは接地（０に相当）される。また、グレーコードの最下位
ビットＬＳＢはスイッチＳＷ０の接点ｄに接続され、スイッチＳＷ０の他方の接点ｕは一
つ上の２進ビットに接続される。他のスイッチＳＷ１～ＳＷ６についてもＳＷ０と同様で
ある。各スイッチＳＷ０～ＳＷ７は、通常は接点ｄ側に切り換えられており、この場合に
は図７に示されたグレーコード逆変換器と同様に機能する。一方、変化ビットが検出され
た場合、その変化ビット位置に対応するスイッチＳＷの接点は接点ｄから接点ｕ側に切り
換えられる。例えば、グレーコードの最下位ビットＬＳＢの位置で変化ビットが検出され
た場合、検出信号に基づいてＳＷ０の接点が接点ｄから接点ｕに切り替わる。また下から
２番目の位置で変化ビットが検出された場合、検出信号に基づいてＳＷ１の接点が接点ｄ
から接点ｕに切り替わる。以下同様にして変化ビットの位置に対応するＳＷの接点を接点
ｄから接点ｕに切り換える。
【００６０】
　図８には、本実施形態におけるランドアドレスの検出処理フローチャートが示されてい
る。まず、アドレスデコード回路２８の変化ビット検出回路でグレーコードにおける変化
ビット位置を検出する（Ｓ１０１）。検出信号は、アドレスデコード回路２８のグレーコ
ード逆変換器２８ｅに供給される。変化ビットを検出した後、変化ビット位置におけるグ
レーコード逆変換器のＳＷの接点を切り換える（Ｓ１０２）。この接点切替がランドトラ
ックアドレスの変化ビット「Ｘ」を「０」に置き換えて隣接グルーブトラックアドレスに
一致させる処理に対応する。そして、２進アドレスをシステムコントローラ３２に出力す
る。
【００６１】
　以下、グレーコード逆変換器２８ｅのＳＷを切り替える効果について、具体的に説明す
る。
【００６２】
　図９には、グルーブＮ、及びグルーブＮ＋１におけるＧトラックアドレスのグレーコー
ドが示されている。グルーブＮは「００００００００」であり、グルーブＮ＋１は「００
０００００１」である。ランドＮにおける変化ビット１００は最下位ビットの位置にある
。
【００６３】
　図１０には、グレーコード逆変換器２８ｅにおいて、最下位ビットに対応するＳＷ０の
接点を接点ｄから接点ｕに切り換えた場合の構成が示されている。最上位ビットＭＳＢか
ら第１位ビットまでは全てランドＮのグレーコードは０であり、最下位ビットは不定の「
Ｘ」である。最上位ビットから第１位ビットまでは通常のグレーコード逆変換に従い変換
される。例えば、最上位ビット「０」はそのまま２進アドレスの最上位ビット「０」とな
る。また、グレーコードの第６位ビット「０」と２進アドレスの最上位ビット「０」の排
他的論理和が演算されて２進アドレスの第６位ビット「０」となる。また、グレーコード
の第５位ビット「０」と２進アドレスの第６位ビット「０」の排他的論理和が演算されて
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２進アドレスの第５位ビット「０」となる。また、グレーコードの第４位ビット「０」と
２進アドレスの第５位ビット「０」の排他的論理和が演算されて２進アドレスの第４位ビ
ット「０」となる。また、グレーコードの第３位ビット「０」と２進アドレスの第４位ビ
ット「０」の排他的論理和が演算されて２進アドレスの第３位ビット「０」となる。また
、グレーコードの第２位ビット「０」と２進アドレスの第３位ビット「０」の排他的論理
和が演算されて２進アドレスの第２位ビット「０」となる。また、グレーコードの第１位
ビット「０」と２進アドレスの第２位ビット「０」の排他的論理和が演算されて２進アド
レスの第１位ビット「０」となる。一方、グレーコードの最下位ビットＬＳＢ「Ｘ」に関
しては、ＳＷ０の接点が接点ｄから接点ｕに切り換えられており、２進アドレスの第１位
ビット「０」同士の排他的論理和が演算されて２進アドレスの最下位ビットＬＳＢ「０」
となる。結局、ランドＮのグレーコードを逆変換して得られる２進アドレスは「００００
００００」となり、これは隣接する前のグルーブあるいは隣接する内周側のグルーブのト
ラック番号と同一となり、正しいトラックアドレスとなる。
【００６４】
　図１１には、グルーブＮ＋１、及びグルーブＮ＋２におけるＧトラックアドレスのグレ
ーコードが示されている。グルーブＮ＋１は「０００００００１」であり、グルーブＮ＋
２は「００００００１１」である。ランドＮ＋１における変化ビット１００は第１位ビッ
トの位置にある。
【００６５】
　図１２には、グレーコード逆変換器２８ｅにおいて、第１位ビットに対応するＳＷ１の
接点を接点ｄから接点ｕに切り換えた場合の構成が示されている。ランドＮ＋１のグレー
コードの最上位ビットＭＳＢから第２位ビットまでは全て０であり、第１位ビットは不定
の「Ｘ」、最下位ビットは「１」である。最上位ビットから第２位ビットまでは通常のグ
レーコード逆変換に従い変換される。例えば、最上位ビット「０」はそのまま２進アドレ
スの最上位ビット「０」となる。また、グレーコードの第６位ビット「０」と２進アドレ
スの最上位ビット「０」の排他的論理和が演算されて２進アドレスの第６位ビット「０」
となる。また、グレーコードの第５位ビット「０」と２進アドレスの第６位ビット「０」
の排他的論理和が演算されて２進アドレスの第５位ビット「０」となる。また、グレーコ
ードの第４位ビット「０」と２進アドレスの第５位ビット「０」の排他的論理和が演算さ
れて２進アドレスの第４位ビット「０」となる。また、グレーコードの第３位ビット「０
」と２進アドレスの第４位ビット「０」の排他的論理和が演算されて２進アドレスの第３
位ビット「０」となる。また、グレーコードの第２位ビット「０」と２進アドレスの第３
位ビット「０」の排他的論理和が演算されて２進アドレスの第２位ビット「０」となる。
一方、グレーコードの第１位ビット「Ｘ」に関しては、ＳＷ１の接点が接点ｄから接点ｕ
に切り換えられており、２進アドレスの第２位ビット「０」同士の排他的論理和が演算さ
れて２進アドレスの第１位ビット「０」となる。また、グレーコードの最下位ビット「１
」と２進アドレスの第１位ビット「０」の排他的論理和が演算されて２進アドレスの最下
位ビット「１」となる。結局、ランドＮ＋１のグレーコードを逆変換して得られる２進ア
ドレスは「０００００００１」となり、これは隣接する前のグルーブあるいは隣接する内
周側のグルーブのトラック番号と同一となり、正しいトラックアドレスとなる。
【００６６】
　他の場合についても同様であり、例えばグルーブＭのグレーコードが「０００００１１
１」（２進アドレスは「０００００１０１」）、グルーブＭ＋１のグレーコードが「００
０００１０１」（２進アドレスは「０００００１１０」）である場合、ランドＭのグレー
コードは「０００００１Ｘ１」となり、第１位ビットが変化ビット「Ｘ］となり、ＳＷ１
の接点が接点ｄから接点ｕに切り替わり、２進アドレスの第２位ビット同士の排他的論理
和となるため常に「０」となり、結局、ランドＭの２進アドレスは「０００００１０１」
となって、グルーブＭの２進アドレスと同一の正確なトラックアドレスが得られる。
【００６７】
　このように、ランドアドレスのグレーコードにおいて、変化ビットの位置における不定
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値「Ｘ」を逆変換による２進アドレスビットの「０」に置き換えることで、そのランドに
隣接する内周側のグルーブと同一の２進アドレスを得ることができ、したがってＬトラッ
クアドレスを検出することなくＧトラックアドレスのみでランドトラックアドレスを検出
し、ランドに対してデータの記録／再生を行うことができる。
【００６８】
　図１３には、本実施形態のアドレスデータのフォーマットが示されている。光ディスク
１０のアドレスデータとして、セグメント情報等の領域アドレスの他、Ｇトラックアドレ
スのみが形成されている。ランドＮのトラックアドレス２００はグルーブＮ及びグルーブ
Ｎ＋１の同相ウォブルから検出され、ランドＮ＋１のトラックアドレス２０１はグルーブ
Ｎ＋１及びグルーブＮ＋２の同相ウォブルから検出される。ランドＮ及びランドＮ＋１自
体は逆相ウォブルであり、図２１に示された従来技術ではこれらはともに「ＮＧ」となる
ことに注意されたい。
【００６９】
　＜変化ビット位置検出のチェック＞
　上述したように、本実施形態では差分信号Ａ－Ｂを時定数の互いに異なる２つのピーク
ホールド回路２８ｂ、２８ｃでピークホールドして得られる信号同士を大小比較すること
で変化ビット位置を検出しているが、このようにして検出された変化位置ビットが真に正
しいビット位置であるか否かを検査する方法について次に説明する。
【００７０】
　図１４（Ａ）には、あるランドのグレーコード「０００００Ｘ１０」が示されている。
第２位ビットに変化ビット１００が存在する。本実施形態では、この変化ビット１００の
位置を検出し、グレーコードから２進アドレスに変換する逆変換器のＳＷ群のうち対応す
るＳＷの接点を切り換えることでその変化ビットの２進アドレスを「０」に置き換える。
図１４（Ｂ）には、２進アドレスが示されている。変化ビット位置では常に「０」となり
、そのビットよりも下位のビット１０２は全て「１」となる。２進アドレスにおいて変化
ビットよりも下位のビット１０２が全て「１」となるのは、グレーコードの基本的性質及
び図６に示されたグレーコード逆変換器２８ｅの構成から明らかであろう。すなわち、２
進アドレスの第２位ビットを「０」に置き換えると、２進アドレスの第１位置ビットはこ
の「０」とグレーコードにおける第１位置の「１」との排他的論理和であるため常に「１
」となり、２進アドレスの最下位ビットはこの「１」とグレーコードにおける最下位ビッ
トの「０」との排他的論理和であるため常に「１」となる。
【００７１】
　図１５（Ａ）には、他のランドのグレーコード「０００Ｘ１０００」が示されている。
第４位ビットに変化ビット１００が存在する。この場合においても、変化ビットの２進ア
ドレスを「０」に置き換えると、図１５（Ｂ）に示されるようにそれよりも下位のビット
１０２は全て「１」となる。
【００７２】
　このように、グレーコードを２進アドレスに逆変換する際に、変化ビットを「０」とす
るとそれより下位のビットは全て「１」となるため、このことを利用して変化ビット検出
の正当性を検査することができる。すなわち、最終的に得られたランドトラックアドレス
のうち、変化ビットよりも下位のビットが全て「１」になっているか否かを判定し、全て
「１」であれば変化ビット位置の検出処理はＯＫと判定し、一方、変化ビットよりも下位
のビットが全て「１」でない場合には変化ビット位置の検出処理はＮＧと判定する。全て
「１」であるか否かは、例えば変化ビットよりも下位のビットを入力とするＡＮＤゲート
を用いて判定できる。
【００７３】
　なお、上記の説明ではＧトラックアドレス系からランドのトラックアドレスを検出する
場合について説明したが、同様にＬトラックアドレス系からグルーブトラックアドレスを
検出することもできる。すなわち、光ディスク１０にＬトラックアドレス系のみを形成し
、ランドについてはこのＬトラックアドレス系からトラックアドレスを検出し、グルーブ
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についてもこのＬトラックアドレス系からトラックアドレスを検出する。この場合、グル
ーブのアドレスを検出する際に逆相ウォブルとなるビットについては２進アドレスにおい
て「１」となるように逆変換することで、当該グルーブに隣接するランドのうち外周側の
ランドのトラック番号と同一となるようにすればよい。
【００７４】
　具体的には以下のようである。例えば、ランドＮのグレーコードが「０００００００１
」（２進の「０００００００１」）であり、ランドＮ＋１のグレーコードが「０００００
０１１」（２進の「００００００１０」）であるとする。ランドＮとランドＮ＋１に挟ま
れたグルーブＮ＋１のグレーコードは「００００００Ｘ１」となる。第１位のビットは逆
相ウォブル（すなわちグルーブＮ＋１の内周側ウォブルは０度の位相のウォブルである一
方、外周側ウォブルは１８０度の位相のウォブル）であるため変化ビットとなる。このグ
ルーブＮ＋１のグレーコードをグレーコード逆変換器で２進アドレスに逆変換する際、変
化ビットの２進アドレスが「１」となるように逆変換する。すると、グルーブＮ＋１のグ
レーコードは２進の「００００００１０」に逆変換され、これは外周側のランドＮ＋１と
同じ２進アドレスとなり、正確なアドレスが得られる。
【００７５】
　変化ビットの２進アドレスを「１」とする回路構成は任意であるが、例えば図６に示さ
れたグレーコード逆変換器２８ｅにおいて、接点ｕ側にＮＯＴゲートを付加し、ランドの
記録／再生時にはこのＮＯＴゲートを無効とし、グルーブの記録／再生時にはこのＮＯＴ
ゲートを有効とすればよい。変化ビット位置では、１つ上位の２進アドレス値とその反転
値との排他的論理和が出力されるため、変位ビット位置における２進アドレスは常に「１
」となる。
【００７６】
　＜ＧトラックアドレスとＬトラックアドレスが形成されている場合＞
　上述したように、本実施形態ではＧトラックアドレス系（グルーブの同相ウォブル）か
らランドトラックのアドレスを検出することができるが、光ディスク１０のアドレスフォ
ーマットとして従来と同様にＧトラックアドレス系とＬトラックアドレス系を形成した場
合、Ｌトラックアドレス系は、Ｇトラックアドレスから検出したランドトラックアドレス
の検証用として用いることができる。
【００７７】
　すなわち、ＧトラックアドレスとＬトラックアドレスが形成されている場合、ランドＮ
のトラックアドレスは上述の処理によりＧトラックアドレス系のみから検出することがで
きる。そして、このようにして検出したアドレスと、Ｌトラックアドレス系を読み出して
得られたトラックアドレスとを比較し、同一であればＧトラックアドレス系から検出した
ランドトラックアドレスが正しいアドレスであると検証することができる。
【００７８】
　図１６には、Ｇトラックアドレス系とＬトラックアドレス系を有する場合の光ディスク
１０のアドレスフォーマットが示されている。なお、アドレス情報のうちの領域アドレス
は「セグメント」（セグメント情報の意）として示されている。
【００７９】
　図において、ランドＮに対してデータを記録／再生するときのランドトラックアドレス
（図中Ａ部分）は、グルーブＮに形成されたＧトラックアドレス及びグルーブＮ＋１に形
成されたＧトラックアドレスから検出できる。また、グルーブＮ＋１に対してデータを記
録／再生するときのグルーブトラックアドレス（図中Ｂ部分）は、ランドＮに形成された
Ｌトラックアドレス及びランドＮ＋１に形成されたＬトラックアドレスから検出できる。
なお、Ｇトラックアドレスからランドトラックアドレスを検出する場合には、上述したよ
うに変化ビットを２進アドレスの「０」として隣接するグルーブのうち内周側のグルーブ
のトラックアドレスに一致させているが、Ｌトラックアドレス系からグルーブトラックア
ドレスを検出する場合には、変化ビットを２進アドレスの「１」として隣接するランドの
うち外周側のランドのトラックアドレスに一致させる。すなわち、グルーブＮのトラック
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アドレスをランドＮ－１とランドＮのＬトラックアドレス系から検出する場合、外周側に
位置するランドＮのトラックアドレスに一致させる。
【００８０】
　ランドのトラックアドレスをＧトラックアドレス系から検出した場合、Ｌトラックアド
レス系をチェック用アドレスとして用いることができると同様に、グルーブのトラックア
ドレスをＬトラックアドレス系から検出した場合にも、Ｇトラックアドレス系をチェック
用アドレスとして用いることができる。
【００８１】
　図１７には、ランドでデータを記録／再生する際にランドのトラックアドレスをＧトラ
ックアドレス系から検出するとともに、グルーブでデータを記録／再生する際にグルーブ
のトラックアドレスをＬトラックアドレス系から検出するアドレスデコード回路２８の処
理フローチャートが示されている。
【００８２】
　まず、ウォブル信号の差分信号Ａ－Ｂに基づいて変化ビット位置を検出する（Ｓ２０１
）。変化ビット位置は、図４に示された変化ビット検出回路で検出できる。次に、記録／
再生するトラックがランドであるか否かを判定する（Ｓ２０２）。記録／再生するトラッ
クがランドであるか否かは、システムコントローラ３２が判定してもよい。そして、記録
／再生するトラックがランドである場合には、ランドのトラックアドレスの変化ビットが
「０」となるようにグレーコードから２進アドレスに逆変換する（Ｓ２０３）。これによ
り、着目しているランドのトラックアドレスは、隣接するグルーブのうちの内周側のグル
ーブのトラックアドレスに一致するようになる。Ｓ２０３において得られた２進アドレス
に対し、変化ビットより下位のビットが全て「１」であるか否かを確認することで得られ
た２進アドレスをチェックしてもよい。そして、Ｌグルーブトラックアドレスを検出し、
Ｓ２０３で検出したトラックアドレスと一致するか否か検証する（Ｓ２０４）。なお、Ｓ
２０４で両アドレスが一致しなかった場合には、Ｓ２０３で検出したアドレスに何らかの
異常が発生したとみなし、Ｌトラックアドレスを採用してもよい。
【００８３】
　一方、記録／再生するトラックがグルーブである場合には、グルーブのトラックアドレ
スの変化ビットが「１」となるようにグレーコードから２進アドレスに逆変換する（Ｓ２
０５）。これにより、着目しているグルーブのトラックアドレスは、隣接するランドのう
ちの外周側のランドのトラックアドレスに一致するようになる。Ｓ２０５において得られ
た２進アドレスに対し、変化ビットより下位のビットが全て「０」であるか否かを確認す
ることで得られた２進アドレスをチェックしてもよい。なお、グルーブにおいて変化ビッ
トを「１」としてそれよりも下位のビットが全て「０」となるのはグレーコードの性質及
びグレーコード逆変換器の構成から明らかである。図１８及び図１９には、グルーブトラ
ックアドレスの場合のグレーコードと２進アドレスとの関係が示されている。図１８にお
いて、グレーコードにおける変化ビット１００を２進アドレスにおける「１」に置き換え
ると、それより下位の最下位ビット及び第１位ビットは全て「０」となる。２進アドレス
の第１位ビットの値は第２位ビットとグレーコードにおける第１位ビットの排他的論理和
で演算され、最下位ビットは第１位ビットとグレーコードにおける最下位ビットの排他的
論理和で演算されるからである。同様に、図１９において、グレーコードにおける変化ビ
ットを２進アドレスにおける「１」に置き換えると、それより下位の第３位～最下位ビッ
トは全て「０」となる。
【００８４】
　再び図１７に戻り、以上のようにしてグルーブのトラックアドレスを得た後、Ｇトラッ
クアドレスを検出してＳ２０５で得られたアドレスと一致するか否かを検証する（Ｓ２０
６）。両アドレスが一致する場合には、得られたアドレスは真に正しいアドレスであると
して出力する（Ｓ２０７）。
【００８５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく
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種々の変更が可能である。
【００８６】
　例えば、本実施形態では、ランドトラックアドレスを検出する際に、変化ビットを２進
の「０」に置き換えることで隣接するグルーブのうちの内周側のグルーブのトラックアド
レスに一致させているが、変化ビットを２進の「１」に置き換えることで隣接するグルー
ブのうちの外周側のグルーブのトラックアドレスに一致させることもできる。同様に、グ
ルーブトラックアドレスを検出する際に、変化ビットを２進の「１」に置き換えることで
隣接するランドのうちの外周側のランドのトラックアドレスに一致させるのではなく、変
化ビットを２進の「０」に置き換えることで内周側のランドのトラックアドレスに一致さ
せてもよい。
【００８７】
　また、本実施形態では、ランドトラックアドレスを検出する際に、隣接するグルーブの
ウォブルが逆相となる位置を変化ビット位置とし、この変化ビットを２進の「０」に置き
換えているが、記録／再生しようとするランドトラックのセグメントよりも時間的に前の
（先行する）セグメントにおいてランドトラックアドレスが確定している場合、次のセグ
メントにおける変化ビット位置も予測できるから、実際に変化ビット位置を検出すること
なく、予測された位置の２進アドレスを「０」に置き換えることで当該セグメントのラン
ドトラックアドレスを検出することもできる。具体的には、時間的に前のセグメントにお
いてランドトラックアドレスが確定している場合、次のセグメントにおけるウォブル信号
の変化ビットは時間的に先行するセグメントにおける変化ビット位置と同一であるため、
そのビット位置においてグレーコードを自動的に２進アドレスの「０」に置き換える。こ
の場合、ウォブル信号から実際に変化ビット位置を検出する必要はないが、実際に変化ビ
ット位置を検出し、時間的に先行するセグメントから予測された変化ビット位置と比較す
ることで実際に検出した変化ビット位置の検証に用いてもよい。グルーブトラックアドレ
スについても同様である。すなわち、グルーブにおいて時間的に先行するセグメントにお
いてグルーブトラックアドレスが確定している場合、次のセグメントにおける変化ビット
位置も予測できるから、実際に変化ビット位置を検出することなく、予測された位置の２
進アドレスを「１」に置き換えることで当該セグメントのグルーブトラックアドレスを検
出する。
【００８８】
　図２０には、この場合の処理フローチャートが示されている。まず、時間的に前のセグ
メントにおいてトラックアドレスが既に確定しているか否かを判定する（Ｓ３０１）。前
のセグメントにおいてトラックアドレスが既に確定している場合には、着目している次の
セグメントのトラックアドレスも論理的に予想されるため、次のセグメントにおけるアド
レスにおける変化ビット位置を演算する（Ｓ３０２）。一方、時間的に前のセグメントに
おいてトラックアドレスが確定していない場合には、差分信号Ａ－Ｂを用いて変化ビット
位置を実際に検出する（Ｓ３０３）。以下は図１７におけるＳ２０２以降の処理と同様で
あり、ランドの場合には変化ビットが「０」となるようにグレーコードを２進アドレスに
逆変換し、グルーブの場合には変化ビットが「１」となるようにグレーコードを２進アド
レスに逆変換する（Ｓ３０４～Ｓ３０９）。
【００８９】
　本実施形態では、光ディスク１０をＺＣＡＶで回転駆動する場合について説明したが、
光ディスク１０を複数のゾーンに分割し、各ゾーンにおいて線速度一定となるように駆動
してもよい（ＺＣＬＶ）。
【００９０】
　また、本実施形態では、ランドのトラックアドレスを検出する際に同相ウォブル及び逆
相ウォブルから検出しているが、グルーブとランドのトラックアドレスは内周から外周に
向けて連続番号が付されているから、このことを利用してランドのトラックアドレス情報
を隣接するグルーブのトラックアドレス情報から確定することもできる。すなわち、光デ
ィスク１０にＧトラックアドレス系のみが形成されている場合、グルーブでの記録／再生
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時には常に同相ウォブルとなってトラックアドレスを確定できるため、ランドでの記録／
再生の際には直接、当該ランドのトラックアドレスを検出するのではなく、常に隣接する
グルーブのトラックアドレスを検出するようにする。例えば、記録／再生すべきランドが
ランドＮである場合、まずグルーブＮのトラックアドレスを同相ウォブルから確定する。
グルーブＮのトラックアドレスが確定できた場合、目的とするランドＮはトラックアドレ
スを確定したグルーブの外周側隣接ランドであるから、たとえそのランドのウォブルが逆
相ウォブルであっても当該ランドのトラックアドレスを確定できる。システムコントロー
ラ３２は、あるランドに対してデータの記録／再生を行う場合、当該ランドに隣接するグ
ルーブのトラックアドレスをまず確定し、そのグルーブを基準として目的ランドのトラッ
クアドレスを予測すればよい。グルーブのトラックアドレスを確定した場合、そのグルー
ブの内周側ランドのトラックアドレスは確定トラックより１だけ小さく、外周側ランドの
トラックアドレスは確定トラックと同一である。隣接グルーブの確定アドレスから目的ラ
ンドのアドレスを予測した後に、実施形態で説明した方法で同相ウォブル及び逆相ウォブ
ルから実際に目的ランドのトラックアドレスを抽出し、予測トラックアドレスと抽出トラ
ックアドレスとを比較して予測トラックアドレスの正当性を検証してもよく、これにより
アドレスの精度が向上する。当該ランドに隣接するグルーブではなく、所定トラックだけ
離間したグルーブのトラックアドレスを確定し、確定したグルーブから所定トラックだけ
ジャンプすることで目的とする当該ランドのトラックアドレスを確定してもよい。所定ト
ラック数を例えば３とした場合（当該ランドに隣接するグルーブをトラック数１として）
、目的とするランドよりもトラック番号が１だけ小さいグルーブアドレスを確定し、ここ
から３トラック分だけ外周側にジャンプすれば当該ランドを確定できる。内周側から外周
側に向けてグルーブｎ、ランドｎ、グルーブｎ＋１、ランドｎ＋１と形成されており、当
該ランドがランドｎ＋１である場合、グルーブｎから３トラックだけ外周側にジャンプす
ればランドｎ＋１に達することになる。
【００９１】
　光ディスク１０にＬトラックアドレス系のみが形成されている場合も同様である。ラン
ドでの記録／再生時には常に同相ウォブルとなってトラックアドレスを確定できるため、
グルーブでの記録／再生の際には直接、当該グルーブのトラックアドレスを検出するので
はなく、常に隣接するランドのトラックアドレスを検出するようにする。例えば、記録／
再生すべきグルーブがグルーブＮである場合、まずランドＮのトラックアドレスを同相ウ
ォブルから確定する。ランドＮのトラックアドレスが確定できた場合、目的とするグルー
ブＮはトラックアドレスを確定したグルーブの内周側隣接グルーブであるから、たとえそ
のグルーブのウォブルが逆相ウォブルであっても当該グルーブのトラックアドレスを確定
できる。システムコントローラ３２は、あるグルーブに対してデータの記録／再生を行う
場合、当該グルーブに隣接するランドのトラックアドレスをまず確定し、そのランドを基
準として目的グルーブのトラックアドレスを予測すればよい。ランドのトラックアドレス
を確定した場合、そのランドの内周側グルーブのトラックアドレスは確定トラックと同一
であり、外周側グルーブのトラックアドレスは確定トラックより１だけ大きい。隣接ラン
ドの確定アドレスから目的グルーブのアドレスを予測した後に、実施形態で説明した方法
で同相ウォブル及び逆相ウォブルから実際に目的グルーブのトラックアドレスを抽出し、
予測トラックアドレスと抽出トラックアドレスとを比較して予測トラックアドレスの正当
性を検証してもよい。当該グルーブに隣接するランドのトラックアドレスではなく、所定
トラックだけ離間したランドのトラックアドレスを確定し、そこからジャンプすることで
当該グルーブのトラックアドレスを確定してもよい。
【００９２】
　本実施形態においては、図４に示される回路を用いてウォブル信号から変化ビット位置
を検出しているが、他の方法によって変化ビット位置を検出することもできる。この方法
は、グレーコードにおける変化ビット位置は、常に対応する２進数での桁上がりビット位
置、すなわち「０」から「１」に桁上がりするビット位置に等しいという事実を利用する
ものである。
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【００９３】
　図２５には、２進アドレスとそのグレーコードとの関係が示されている。２進アドレス
「００００００」はグレーコード「００００００」に対応し、２進アドレス「０００００
１」はグレーコード「０００００１」に対応し、２進アドレス「００００１０」はグレー
コード「００００１１」に対応する。２進アドレス「００００００」から次の２進アドレ
ス「０００００１」へは、最下位ビット２００において「０」から「１」に変化する。一
方、対応するグレーコードにおいても、最下位ビット３００において「０」から「１」に
変化する。変化ビット位置は最下位ビット３００であり、２進アドレスにおける最下位ビ
ット２００に一致する。２進アドレス「０００００１」から次の２進アドレス「００００
１０」へは、最下位ビットの次のビット（第１位ビット）２０２において「０」から「１
」に変化する。一方、対応するグレーコードにおいても、第１位ビット３０２において「
０」から「１」に変化する。変化ビット位置は第１位ビットであり、２進アドレスにおけ
る第１位ビット２０２に一致する。２進アドレス「００００１０」から次の２進アドレス
「００００１１」へは、再び最下位ビット２０４において「０」から「１」に変化する。
一方、対応するグレーコードにおいても、最下位ビット３０４において「１」から「０」
に変化する。変化ビット位置は最下位ビットであり、２進アドレスにおける最下位ビット
２０４に対応する。２進アドレス「００００１１」から次の２進アドレス「０００１００
」へは第１位ビット２０６において「０」から「１」に変化する。一方、対応するグレー
コードにおいても第１位ビット３０６において「０」から「１」に変化する。２進アドレ
ス「０００１００」から次の２進アドレス「０００１０１」へは、再び最下位ビット２０
８において「０」から「１」に変化し、対応するグレーコードにおいても同じ最下位ビッ
ト３０８において「０」から「１」に変化する。
【００９４】
　このように、グレーコードにおける変化ビット位置は、対応する２進アドレスにおける
「０」から「１」への桁上がりビット位置に等しいため、このことを利用して２進アドレ
スの桁上がり位置を検出することでグレーコードの変化ビット位置を検出することができ
る。すなわち、図２６に示されるように、第ｎ番目のランドの２進アドレスが確定した場
合、第（ｎ＋１）番目の２進アドレスを演算により算出し、第ｎ番目の２進アドレスと第
（ｎ＋１）番目の２進アドレスのうちの桁上がりビット位置を検出すれば、その位置をそ
のまま対応するグレーコードの変化ビット位置として利用することができる。この方法に
よれば、図３及び図４に示された方法及び回路構成で変化ビット位置を検出する必要がな
く、単に演算により変化ビット位置を検出することが可能となる。ランドトラック及びグ
ルーブトラックに図１６に示されるようにそれぞれＧトラックアドレス系とＬトラックア
ドレス系が形成されている場合、ランドトラックにおいてはＬトラックアドレス系は同相
ウォブルであるため容易にそのバイナリアドレスが確定される。この確定アドレスから演
算により次のバイナリアドレスを求め、２つのアドレスからＧトラックアドレス系のグレ
ーコードにおける変化ビット位置を演算により求めるのである。
【００９５】
　第ｎ番目の２進アドレスから第（ｎ＋１）番目の２進アドレスは、単に１を加算するこ
とで得ることができ、第ｎ番目の２進アドレスと第（ｎ＋１）番目の２進アドレスにおけ
る桁上がり位置は、インバータとＡＮＤゲートからなる論理回路で構成することができる
。
【００９６】
　図２７には、２進アドレスにおける桁上がりビット位置の検出回路が示されている。こ
の回路は、第ｎ番目の２進アドレスの第ｋ位のビットと、第（ｎ＋１）番目の２進アドレ
スの第ｋ位のビットを入力とする。２進アドレスが８ビットである場合、この論理回路が
各ビット位置に対応して８個並列して設けられる。
【００９７】
　アドレスデコード回路２８でデコードされ確定された第ｎ番目の２進アドレスの第ｋ位
のビットはインバータ１５０で反転されてＡＮＤゲート１６０に供給される。一方、演算
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により得られた第（ｎ＋１）番目の２進アドレスの第ｋ位のビットはそのままＡＮＤゲー
ト１５０に供給される。ＡＮＤゲート１６０では、両者の論理積を演算して出力する。第
ｎ番目の２進アドレスの第ｋ位ビットが「０」で、第ｎ＋１番目の２進アドレスの第ｋ位
ビットが「１」である場合のみ、ＡＮＤゲート１６０から「１」（あるいはＨｉ）が出力
されることになるから、８個並列して設けられた論理回路の８出力のうち「１」となった
出力位置がグレーコードにおける変化ビット位置として検出される。
【００９８】
　以上のようにして検出された変化ビット位置は図１２に示されたグレーコード逆変換器
２８ｅに検出信号として出力され、変化ビット位置においてＳＷが自動的に切り替えられ
る。これにより、逆相となるランドトラックにおいて、そのグレーコードが不確定であっ
てもランドの２進アドレスを得ることができる。
【００９９】
　ランドアドレス抽出の流れをまとめると以下のようになる。
（１）Ｌトラックアドレス系（ランド専用のアドレス系）からランドアドレスｎの確定（
アドレスの復調）
（２）アドレスｎから次のアドレスｎ＋１の演算
（３）アドレスｎとアドレスｎ＋１における桁上がり位置の検出
（４）上記の（３）における桁上がり位置をグレーコードにおける変化ビット位置とみな
す
（５）上記の（４）において得られた変化ビット位置においてバイナリデータを「０」と
してＧトラックアドレス系からランドアドレスを抽出
【０１００】
　一方、グルーブのアドレスを得る場合、第ｎ番目のグルーブの２進アドレスがＧトラッ
クアドレス系において確定（アドレスの復調）した場合、１つ前の第（ｎ－１）番目の２
進アドレスを演算により算出し、第ｎ番目の２進アドレスと第（ｎ－１）番目の２進アド
レスのうちの桁上がりビット位置を検出すれば、その位置をそのまま対応するグレーコー
ドの変化ビット位置として利用することができる。（ｎ－１）番目の２進アドレスを演算
するのは、着目するグルーブに隣接する連続トラック番号は内周側の１つ小さいトラック
番号だからである。
【０１０１】
　第ｎ番目の２進アドレスから第（ｎ－１）番目の２進アドレスは、単に１を減算するこ
とで得ることができ、第ｎ番目の２進アドレスと第（ｎ－１）番目の２進アドレスにおけ
る桁上がり位置は、ランドの場合と同様にインバータとＡＮＤゲートからなる論理回路で
構成することができる。但し、図２７において、第ｎ番目の２進アドレスの第ｋ位のビッ
トと、第（ｎ－１）番目の２進アドレスの第ｋ位のビットを入力とする。２進アドレスが
８ビットである場合、この論理回路が各ビット位置に対応して８個並列して設けられる。
アドレスデコード回路２８でデコードされ確定された第ｎ番目の２進アドレスの第ｋ位の
ビットはＡＮＤゲート１６０に供給される。一方、演算により得られた第（ｎ－１）番目
の２進アドレスの第ｋ位のビットはインバータ１５０で反転された後にＡＮＤゲート１６
０に供給される。ＡＮＤゲート１６０では、両者の論理積を演算して出力する。第（ｎ－
１）番目の２進アドレスの第ｋ位ビットが「０」で、第ｎ番目の２進アドレスの第ｋ位ビ
ットが「１」である場合のみ、ＡＮＤゲート１６０から「１」（あるいはＨｉ）が出力さ
れることになるから、８個並列して設けられた論理回路の８出力のうち「１」となった出
力位置がグレーコードにおける変化ビット位置として検出される。
【０１０２】
　グルーブアドレス抽出の流れをまとめると以下のようになる。
（１）Ｇトラックアドレス系（グルーブ専用のアドレス系）からグルーブアドレスｎの確
定
（２）アドレスｎから１つ前のアドレスｎ－１の演算
（３）アドレスｎ－１とアドレスｎにおける桁上がり位置の検出
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（４）上記の（３）における桁上がり位置をグレーコードにおける変化ビット位置とみな
す
（５）上記の（４）において得られた変化ビット位置においてバイナリデータを「１」と
してＬトラックアドレス系からグルーブアドレスを抽出
【０１０３】
　このように、光ディスク１０のランドトラック及びグルーブトラックのそれぞれにＧト
ラックアドレス系とＬトラックアドレス系が形成されている場合、ランドトラックに関し
てはＬトラックアドレス系のアドレス情報から演算によりＧトラックアドレス系の変化ビ
ット位置を検出してアドレス情報を抽出でき、グルーブトラックに関してはＧトラックア
ドレス系のアドレス情報から演算によりＬトラックアドレス系の変化ビット位置を検出し
てアドレス情報を抽出できる。
【０１０４】
　なお、この実施形態においては、ウォブル信号を処理することにより変化ビット位置を
検出する必要がなくなるが、演算により変化ビット位置を算出し、さらに図３に示された
方法と図４に示された回路構成により検出された変化ビット位置とを照合してもよい。こ
れにより、図３及び図４の構成により検出された変化ビット位置の検証を行うこともでき
る。また、この実施形態において、ランドトラックにおいてＬトラックアドレス系から検
出したアドレスとＧトラックアドレス系から演算により抽出したアドレスを互いに比較す
ることで演算により抽出されたＧトラックアドレス系を検証することができる。グルーブ
アドレスについても同様である。
【０１０５】
　また、グレーコード逆変換器２８ｅの構成についても、図１２に示される構成の他、図
２８に示されるような構成とすることができる。図２８においては、複数のＥＸ－ＯＲゲ
ートの後段にスイッチＳＷが設けられる。なお、最上位ビットについては既述したように
グレーコードがそのまま２進アドレスとして出力されるためＥＸ－ＯＲゲートは存在せず
、ＳＷのみが存在することになる（グレーコードをそのまま通過させるゲートの後段にＳ
Ｗが設けられると云うことができる）。各スイッチＳＷの接点ｕ、ｄのうち、接点ｕ側は
「０」あるいは「１」に設定される。具体的には、内周側のトラックアドレスに合わせる
場合には「０」、外周側のトラックアドレスに合わせる場合には「１」に設定される。一
例として、内周側のグルーブＮに隣接する外周側ランドＮのアドレスを確定する場合、接
点ｕ側は「０」に設定される。各スイッチＳＷの接点ｄ側はＥＸ－ＯＲゲートの出力に接
続され、各スイッチＳＷの出力側は２進アドレスの各ビットとなる。図４あるいは図２７
に示された変化ビット位置検出回路からの検出信号は各ＳＷに供給され、変化ビット位置
においてＳＷを接点ｄ側から接点ｕ側に切り替える。変化ビット位置以外では接点はｄ側
に維持される。図２８において、第６位のビットが変化ビット位置として検出された場合
が示されている。第６位のビットではＳＷ６が接点ｕ側に切り替えられ、２進アドレスの
第６位ビット出力は常に「０」となる。一方、他のビットは、通常の逆変換器の原理に従
い、一つ上のビットとの排他的論理和が演算されて出力される。外周側のランドＮに隣接
する内周側グルーブＮのアドレスを確定する場合、接点ｕ側は「１」に設定される。この
とき、ＳＷ６の出力は常に「１」となって２進アドレスの対応ビットは常に「１」となる
。これにより、グレーコードが不確定であっても外周側のアドレスに一致したアドレスが
得られる。
【０１０６】
　さらに、本実施形態では、光ディスク１０に内周側から外周側に向けてグルーブｎ、ラ
ンドｎ、グルーブｎ＋１、ランドｎ＋１・・と順次形成されている場合について説明した
が、光ディスク１０に内周側から外周側に向けてランドｎ、グルーブｎ、ランドｎ＋１、
グルーブｎ＋１・・と順次形成されている場合にも同様に適用することができる。
【０１０７】
　この場合、ランドトラックにおいては、Ｌトラックアドレス系からバイナリアドレスを
確定し、その１つ前のバイナリアドレスを演算し、演算して得られた（ｎ－１）番目のバ
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イナリアドレスと確定したｎ番目のバイナリアドレスとからＧトラックアドレス系におけ
る変化ビット位置を検出する。すなわち、（ｎ－１）番目のバイナリアドレスの各ビット
をインバータ１５０に供給し、ｎ番目のバイナリアドレスの各ビットをＡＮＤゲート１６
０にそのまま供給してＡＮＤゲート１６０の出力が１となるビット位置を検出する。また
、グルーブトラックにおいては、Ｇトラックアドレス系からバイナリアドレスを確定し、
次のバイナリアドレスを演算し、確定したｎ番目のアドレスと演算して得られた（ｎ＋１
）番目のバイナリアドレスとからＬトラックアドレス系における変化ビット位置を検出す
ればよい。ｎ番目のバイナリアドレスの各ビットをインバータ１５０に供給し、演算して
得られた（ｎ＋１）番目のバイナリアドレスの各ビットをＡＮＤゲート１６０にそのまま
供給してＡＮＤゲート２９ｂの出力が１となるビット位置を検出する。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】実施形態の全体構成図である。
【図２】実施形態におけるＧトラックアドレス系の説明図である。
【図３】ウォブル信号のタイミングチャートである。
【図４】変化ビット検出回路の構成図である。
【図５】図４に示された回路各部のタイミングチャートである。
【図６】実施形態のグレーコード逆変換器の構成図である。
【図７】従来のグレーコード逆変換器の構成図である。
【図８】実施形態の処理フローチャートである。
【図９】実施形態の１つのＧトラックアドレス系を示す説明図である。
【図１０】図９に対応するグレーコード逆変換器の動作説明図である。
【図１１】実施形態の他のＧトラックアドレス系を示す説明図である。
【図１２】図１１に対応するグレーコード逆変換器の動作説明図である。
【図１３】光ディスクのアドレスフォーマット説明図である。
【図１４】ランドのグレーコードから２進アドレスへの逆変換説明図である。
【図１５】ランドのグレーコードから２進アドレスへの逆変換説明図である。
【図１６】光ディスクの他のアドレスフォーマット説明図である。
【図１７】実施形態の他の処理フローチャートである。
【図１８】グルーブのグレーコードから２進アドレスへの逆変換説明図である。
【図１９】グルーブのグレーコードから２進アドレスへの逆変換説明図である。
【図２０】実施形態のさらに他の処理フローチャートである。
【図２１】従来のアドレスフォーマット説明図である。
【図２２】グルーブ及びランドのウォブル説明図である。
【図２３】グレーコード変換器の説明図である。
【図２４】アドレス値とグレーコードとの対応関係を示す説明図である。
【図２５】アドレス値とグレーコードとの対応関係を示す他の説明図である。
【図２６】２進アドレスの桁上がり位置とグレーコードの変化ビット位置の関係を示す説
明図である。
【図２７】他の変化ビット位置（桁上がり位置）検出回路図である。
【図２８】他のグレーコード逆変換器の構成図である。
【符号の説明】
【０１０９】
　１０　光ディスク、１６　光ピックアップ、２８　アドレスデコード回路、３２　シス
テムコントローラ。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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